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「日本の地域別将来推計人口（2023年推計）」から見た 

新潟県 30市町村の将来人口

鷲　　見　　英　　司

　概　　要　

本稿では，2023 年 12 月末に公表された社人研の地域別将来推計人口（2023 年推計）で示された，新
潟県と県内 30 市町村の総人口，20－39 歳女性人口，０－４歳人口の将来見通しを，2018 年推計との比
較等から確認した．主な特徴は以下の通りである．第１に，2023 年推計では，2018 年推計と比較して，
新潟県の 2045 年の総人口，20－39 歳女性人口，０－４歳人口はすべて減少スピードが加速することが
確認された．総人口は 25 都道府県，20－39 歳女性人口は 29 都道府県で人口減少スピードが改善するが，
新潟県はどちらも改善グループには含まれなかった．第２に，新潟県内 30 市町村を見ると，2050 年の
20－39 歳女性人口が，消滅可能性都市の定義に当てはまり，2020 年比で 50％以上減少すると見込まれ
る自治体数は 18 市町村となり，特に阿賀町と田上町では同年比で 20％台と 30％台の水準になる．第３
に，2018 年推計と比較して，総人口，20－39 歳女性人口及び０－４歳人口の減少スピードが改善する
県内自治体はそれぞれ６市町，８市町，２市に止まった．さらに，20－39 歳女性人口の減少が改善す
る８市町のうち５市が中越地域に集中すること，０－４歳人口の減少が著しく加速する地域は，新潟市
の南東側に位置する地域（田上町，加茂市，五泉市，阿賀町）に集中すること等が確認された．

Ⅰ．はじめに

2023 年 12 月末に，国立社会保障人口問題研究所（以下，社人研とする）から「日本の地域別将来推
計人口（令和５（2023）年推計）」（以下，2023 年推計とする）が公表され，2020 年の国勢調査に基づ
いた，2050 年までの５年ごとの，性別・５歳階級別に推計した都道府県別と市区町村別の将来人口が
明らかになった 1）．

本稿は，2023 年推計において，総人口，20－39 歳女性人口および０－４歳人口の三つの人口指標から，
2050 年までの新潟県内 30 市町村の将来人口の見通しがどのように示されたかを確認することを目的と
する．20－39 歳女性人口を対象とするのは，近年では同年齢階級女性から 95％弱の子どもが生まれて

 1）　社人研は都道府県別と市区町村別の 30 年後までの地域別将来推計人口を国勢調査から３年後の３月に公表してき
たが，今回の公表は 12 月末となった．
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おり 2），人口再生産力 3）と言われるように，若年女性の多寡が，０－４歳人口を決定し，地域の将来の人
口水準や年齢構成に影響を与えるためである．

本稿の構成は以下の通りである．
Ⅱ節では，2023 年推計と「日本の地域別将来推計人口（平成 30（2018）年推計）」（以下，2018 年推

計とする）との比較から，新潟県の将来人口の見通しを確認する．Ⅲ節では，2050 年における新潟県
内 30 市町村の将来人口の見通しを 2020 年との比較から確認する．Ⅳ節では，2023 年推計と 2018 年推
計との比較から，県内市町村の人口減少が改善するか，加速するかを確認する．Ⅴ節では，将来の 20
－39 歳女性人口と０－４歳人口の市町村別分布の変化について確認する．第Ⅵ節では，本稿のまとめ
と課題を述べる．なお，付表には，本稿で用いた新潟県と県内 30 市町村の 2050 年までの総人口，20－
39 歳女性人口および０－４歳人口の詳細を掲載している．

Ⅱ．新潟県の将来人口の見通し

ここでは，新潟県の将来人口の見通しを確認する．「新潟県の人口移動」によれば，新潟県の人口は
近年では毎年 2.4 万人程度減少しており，こうした状況を裏付けるように，2023 年推計では，2020 年
を 100 とした場合の 2050 年の水準は，総人口が 69.3（30.7％減），20－39 歳女性人口は 57.9（42.1％減），
０－４歳人口は 54.7（45.3％減）となり，総人口の減少率は 47 都道県中ワースト 11 位，20－39 歳女性
人口は同９位，０－４歳人口は同８位である．

図表１は，2020 年の水準を 100 とした場合の，都道府県の 2050 年の総人口，20－39 歳女性人口，０
－４歳人口の水準を示している．図表１で 2050 年の将来人口の見通しを他の都道府県と比較すると，
新潟県は総人口では 2020 年比で 40％以上減少する秋田県を最下位グループとすれば，同年比 30％以上
減少する下位２位グループに属し，20－39 歳女性人口では 2020 年比で 50％以上減少する青森県と秋田
県を最下位グループとすれば，同年比 40％以上減少する下位２位グループ，０－４歳人口では 2020 年
比で 50％以上減少する青森県，岩手県，秋田県，福島県を最下位グループとすれば，同年比 40％以上
減少する下位２位グループに属する．

図表２は新潟県の 2020 年から 2045 年までの将来推計人口を 2023 年推計と 2018 年推計で比較したも
のである．図表２より，新潟県の総人口，20－39 歳女性人口および０－４歳人口の 2023 年推計と 2018
年推計との「差」はほとんどの時点でマイナスであり，減少が加速する見通しであることが示された 4）．

ただし，他の多くの県も新潟県と同様に人口減少が加速すると思い込むのは早計である．図表３には，
総人口，20－39 歳女性人口および０－４歳人口の減少が，2018 年推計と比較して改善あるいは悪化す
る都道府県数と人数を示している．2045 年で見ると，総人口は 22 県で 2018 年推計よりも減少スピー
ドが悪化するが，25 都道府県では改善する見通しである．人口減少が改善する 25 都道府県の合計で
289.5 万人の上振れ（改善）に対して，悪化する 22 県では 51.5 万人減少する結果，都道府県全体では
238 万人上振れする．20－39 歳女性人口は，18 県で減少が加速するが，29 都道府県では改善する．人

 2）　厚生労働省「人口動態統計」より 2016 年から 2020 年までの母の年齢各歳別出生数をみると，20 歳から 39 歳の母
からの出生数は全出生数の 93.3％である．

 3）　日本創生会議（2014）では，同年齢階級女性は人口再生産力と定義されており，これらの女性人口が減少し続ける
限りは，人口の「再生産力」は低下し続け，総人口の減少に歯止めがかからないとしている．

 4）　ただし，2040 年の 20－39 歳女性人口は，255 人改善する．
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口減少が改善する 29 都道府県の合計で 64.2 万人増加するのに対して，悪化する 18 県では 3.7 万人減少
する結果，都道府県合計で 60.5 万人上振れ（改善）する．しかし，０－４歳人口はほとんどの 41 道府
県で減少が加速し，６都県のみで改善する．改善する６都県の合計で 3.1 万人増加するのに対して，悪

図表２．新潟県の将来推計人口の 2018 年推計と 2023 年推計の比較

注１：単位：1,000 人．
注２：「差」は 2023 年推計の人口－ 2018 年推計の人口であり，負値は人口減少のスピードが加速したことを意味する．
出所：国立社会保障人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（令和５（2023）年推計），「日本の地域別将来推計人口（平

成 30（2018）年推計）」より作成．

図表１．都道府県の 2050 年の総人口，20－39 歳女性，０－４歳の人口水準（2020 年＝ 100）
人口水準 総人口 20－39 歳女性人口 ０－４歳人口

40－50 青森県，秋田県 福島県，岩手県，青森県，秋田県

50－60 秋田県
新潟県，和歌山県，福島県，徳島
県，山形県，長崎県，高知県，岩
手県，

富山県，北海道，愛媛県，山口県，
新潟県，和歌山県，徳島県，山形
県，長崎県，高知県

60－70
新潟県，山口県，和歌山県，福島
県，徳島県，山形県，長崎県，高
知県，岩手県，青森県

兵庫県，宮城県，群馬県，茨城県，
静岡県，栃木県，長野県，佐賀県，
香川県，三重県，山梨県，大分県，
福井県，宮崎県，岐阜県，島根県，
鹿児島県，富山県，鳥取県，北海道，
奈良県，愛媛県，山口県

大阪府，京都府，岡山県，石川県，
兵庫県，宮城県，群馬県，茨城県，
静岡県，栃木県，長野県，佐賀県，
香川県，三重県，山梨県，大分県，
福井県，宮崎県，岐阜県，島根県，
鹿児島県，鳥取県，奈良県

70－80

岡山県，兵庫県，広島県，宮城県，
石川県，群馬県，茨城県，熊本県，
静岡県，栃木県，長野県，佐賀県，
香川県，三重県，山梨県，大分県，
福井県，宮崎県，岐阜県，島根県，
鹿児島県，富山県，鳥取県，北海道，
奈良県，愛媛県

愛知県，福岡県，滋賀県，全国，
大阪府，京都府，岡山県，広島県，
石川県，熊本県

沖縄県，千葉県，埼玉県，愛知県，
福岡県，滋賀県，全国，広島県，
熊本県

80－90 愛知県，福岡県，滋賀県，全国，
大阪府，京都府 沖縄県，神奈川県，千葉県，埼玉県， 東京都，神奈川県

90－100 沖縄県，神奈川県，千葉県，埼玉
県 東京都

100－ 東京都

注：表の各セルには，2050 年の人口水準が高い順（降順）に都道府県名を記載している．
出所：国立社会保障人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（令和５（2023）年推計）より作成．
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化する 41 道府県では 15 万人減少する結果，都道府県合計では 11.9 万人の下振れ（悪化），つまり，少
子化が加速する．図表２で見たように，新潟県は 2040 年の 20－39 歳女性のみ 255 人上振れして改善す
るが，他のすべての時点で悪化するグループに属する．

以下では，このように 2023 年推計で人口減少が加速する見通しが示された新潟県において，各市町
村の将来人口の見通しとどの市町村でどの程度人口減少が加速するのかを確認する．

Ⅲ．2050 年の新潟県内市町村の人口水準（2020 年との比較）

ここでは，2023 年推計で示された，新潟県内 30 市町村の 2050 年の総人口，20－39 歳女性人口およ
び０－４歳人口の見通しを確認する．図表４には，2020 年の水準を 100 とした場合の，新潟県内市町
村の 2050 年の総人口，20－39 歳女性人口，０－４歳人口の水準を示している．図表５は同様に 2030
年と 2050 年のこれらの人口水準を図示している．

図表３．2018 年推計と比較して人口減少が悪化・改善する都道府県数と人数

注１：人口の単位は 1,000 人．
注２：悪化と改善はそれぞれ 2018 年推計よりも人口減少が加速，減速したことを指す．表中の「都道府県数」は各年で

悪化・改善した都道府県数，「人数」はそれぞれの人口増減数の合計である．
出所：国立社会保障人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（令和５（2023）年推計），「日本の地域別将来推計人口（平

成 30（2018）年推計）」より作成．
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（１）総人口
新潟県の総人口は，2020 年の水準（220.1 万人）を 100 とした場合，2050 年には 69.3（152.5 万人）

となり，約 30％減少（67.6 万人減少）する．市町村別に見ると，図表４と図表５（ａ）の通り，聖籠町
と刈羽村は 2020 年比 10％台の減少，さらに新潟市までが同年比 25％の減少に止まる．他方で，12 自
治体（五泉市，糸魚川市，粟島浦村，魚沼市，村上市，妙高市，田上町，出雲崎町，津南町，十日町市，
加茂市，佐渡市）が 2020 年比 40％台の減少であり，さらに，関川村は 50％台の減少（－55.3％），阿
賀町は 60％台の減少（－61.8％）である．

（２）20－39 歳女性人口
新潟県の 20－39 歳女性人口は，2020 年の水準（19.6 万人）を 100 とした場合，2050 年には 57.9（11.4

万人）となり，約 42％減少（8.3 万人減少）する．市町村別に見ると，図表４と図表５（ｂ）の通り，刈
羽村のみが 25％までの減少，さらに聖籠町，新潟市，長岡市が 40％までの減少に止まる．他方で，
50％台の減少は，粟島浦村，小千谷市，湯沢町，胎内市，津南町，阿賀野市，糸魚川市，十日町市，魚
沼市の９自治体，60％台の減少が五泉市，村上市，佐渡市，妙高市，出雲崎町，加茂市，関川村の７自
治体，70％台の減少が田上町，阿賀町の２自治体である．30 年後に 20－39 歳女性が 50％以上減少する
自治体を消滅可能性都市 5）と定義するならば，18 自治体が該当する．このように若年女性人口は 2050
年にかけて総人口よりも大幅に減少する．

 5）　日本創生会議（2014）．

図表４．新潟県内市町村の 2050 年の総人口，20－39 歳女性，０－４歳の人口水準（2020 年＝ 100）
人口水準 総人口 20－39 歳女性人口 ０－４歳人口

10－20 － － 阿賀町

20－30 － 田上町，阿賀町 田上町

30－40 阿賀町
五泉市，村上市，佐渡市，妙高市，
出雲崎町，加茂市，関川村

魚沼市，佐渡市，出雲崎町，五泉市，
妙高市，村上市，加茂市，関川村

40－50 関川村
粟島浦村，小千谷市，湯沢町，胎
内市，津南町，阿賀野市，糸魚川市，
十日町市，魚沼市

南魚沼市，柏崎市，三条市，弥彦村，
胎内市，小千谷市，湯沢町，糸魚
川市，津南町，十日町市，阿賀野
市

50－60

五泉市，糸魚川市，粟島浦村，魚
沼市，村上市，妙高市，田上町，
出雲崎町，津南町，十日町市，加
茂市，佐渡市

新潟県，新発田市，弥彦村，上越市，
南魚沼市，燕市，見附市，三条市，
柏崎市

長岡市，粟島浦村，新潟県，新発
田市，上越市，燕市，見附市

60－75

長岡市，燕市，湯沢町，新潟県，
見附市，新発田市，上越市，三条市，
弥彦村，南魚沼市，柏崎市，阿賀
野市，小千谷市，胎内市

聖籠町，新潟市，長岡市 聖籠町，新潟市

75－90 聖籠町，刈羽村，新潟市 刈羽村 刈羽村

90－100 － － －

注：表の各セルには，2050 年の人口水準が高い順（降順）に市町村名を記載している．
出所：国立社会保障人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（令和５（2023）年推計）より作成．
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図表５．新潟県内市町村の 2030 年と 2050 年の人口水準（2020 年＝ 100）
（ａ）総人口

（ｂ）20－39 歳女性人口

（ｃ）０－４歳人口

出所：国立社会保障人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（令和５（2023）年推計）より作成．
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（３）０－４歳人口
０－４歳人口は 20－39 歳女性人口の水準に依存するため，二つの変化は似通っている．新潟県の

０ －４歳人口は，2020 年の水準（7.1 万人）を 100 とした場合，2050 年には 54.7（3.9 万人）となり，
約 45％減少（3.2 万人減少）する．市町村別に見ると，図表４と図表５（ｃ）の通り，刈羽村のみが 25％
までの減少，さらに聖籠町と新潟市が 40％までの減少に止まる．他方で，50％以上の減少は 21 自治体
に上り，50％台の減少は，南魚沼市，柏崎市，三条市，弥彦村，胎内市，小千谷市，湯沢町，糸魚川市，
津南町，十日町市，阿賀野市の 11 自治体，60％台の減少は，魚沼市，佐渡市，出雲崎町，五泉市，妙
高市，村上市，加茂市，関川村の８自治体，田上町 6）は 70％台の減少（－73.3％），阿賀町は 80％台の減
少（－81.1％）である．

Ⅳ．人口減少は加速したか（2023 年推計と 2018 年推計との比較）

ここでは，2018 年推計との比較を通じて，2023 年推計における新潟県内 30 市町村の総人口，20－39
歳女性および０－４歳の人口減少が加速したのか，改善したのかを確認する．図表６は，2045 年時点
における総人口，20－39 歳女性人口および０－４歳人口の 2023 年推計と 2018 年推計の差と増減率を
まとめている．「増減率」は（2023 年推計人口－ 2018 年推計人口）/2018 年推計人口で定義されている．
また，図表７は増減率を図示したものである．値がプラスの市町村では，人口減少のスピードが改善し
たこと，反対にマイナスは人口減少が加速（悪化）したことを意味する．なお，2045 年で比較するのは，
2018 年推計では 2045 年までの推計人口が公表されていたためである．

（１）総人口
総人口で見た場合，2045 年時点の人口減少が改善した自治体は，湯沢町（8.2％），柏崎市（3.5％），

糸魚川市（2.9％），見附市（1.5％），小千谷市（0.9％），長岡市（0.5％）の６市町であり，糸魚川市以
外は中越地域である．他方，その他の 24 市町村では人口減少が加速している．粟島浦村 7）が－14.0％，
ついで中越地域の十日町市と津南町が－10.4％と－8.8％，下越地域の弥彦村と田上町が－8.4％と－8.1％
と大きく下振れした．図表７（ａ）からも明らかなように，５％から 10％で減少し，人口減少の加速が
顕著な自治体は，新潟市（－5.9％）と隣接する弥彦村（－8.4％），田上町（－8.1％），加茂市（－5.7％）
に集中している．

（２）20－39 歳女性人口
2045 年時点の 20－39 歳女性人口の減少が改善した自治体は，魚沼市（18.2％），柏崎市（11.6％），

小千谷市（10.9％），糸魚川市（6.8％），南魚沼市（5.3％），見附市（2.5％），聖籠町（2.3％），阿賀野市
（2.2％）の８市町であり，上位３市は中越地域にあり 10％以上上振れしている．図表７（ｂ）からも明ら
かなように，20－39 歳女性人口の減少が改善した８市町のうち５市が中越地域である．他方，その他
の 22 市町村では減少が加速している．粟島浦村が－55.2％で最も減少率が高く，ついで出雲崎町が
－ 26.8％であり，弥彦村（－19.7％），田上町（－17.9％），阿賀町（－14.5％），加茂市（－13.9％），十

 6）　新潟県「令和４年福祉保健年報」によれば，田上町の期間合計出生率は 2016 年から（執筆時点で最新の）2021 年
まで１を下回っている．

 7）　粟島浦村は 2020 年の総人口が 353 人であり，わずかな変化で増減率が大きく変化する．
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日町市（－12.1％）が－10％以上で高い．

（３）０－４歳人口
０－４歳人口の減少が改善した自治体は，魚沼市（5.1％）と柏崎市（0.4％）の２市のみであり，27

市町村で減少が加速している．近年，期間合計出生率が１を下回る田上町が－42.0％で最も減少率が高
く，ついで阿賀町が－41.3％である．30％台の減少は出雲崎町（－32.8％），弥彦村（－32.5％），加茂
市（－31.2％）であり，20％台の減少は胎内市（－29.3％），十日町市（－25.5％），五泉市（－25.3％），
村上市（－23.8％），佐渡市（－23.2％），妙高市（－21.1％）である．図表７（ｃ）からも明らかなように，
０－４歳人口の減少が改善した２市は中越地域であり，20－39 歳女性人口の減少が改善する上位２市
と同じである．他方，０－４歳人口の減少スピードが著しく加速すると見込まれる自治体は，新潟市の
南東側に位置する地域（田上町，加茂市，五泉市，阿賀町）に集中している．

Ⅴ．将来の 20－39 歳女性人口と０－４歳人口の市町村別分布

ここでは，将来の 20－39 歳の若年女性人口と０－４歳の年少人口の市町村別分布を確認する．

（１）将来の若年女性と子どもたちはどこにいるか
図表８は，将来の各時点における 20－39 歳女性人口と０－４歳人口の市町村別分布を示している．

まず，20－39 歳の若年女性人口は，2020 年の国勢調査時点では，新潟市に 40.9％，長岡市に 12.2％分
布していたが，2050 年までに長岡市ではわずか 0.8 ポイントのみ増加するのに対して，新潟市では 6.2
ポイント増加して 47.1％となり，新潟市への若年女性人口の集中が加速する．2020 年と比較して，
2050 年で若年女性の分布が高まると見込まれるのは，新潟市，長岡市，聖籠町，刈羽村の４自治体の
みである．特に，新潟市と長岡市を合わせた割合は 53.1％から 60.0％に高まり，県内若年女性の６割が
２市に集中する．

つぎに，０－４歳人口についてみると，2020 年の国勢調査時点では，新潟市に 38.1％，長岡市に
12.7％分布していたが，2050 年までに長岡市ではわずか 0.7 ポイントのみ増加するのに対して，新潟市
では 6.5 ポイント増加して 44.6％となり，新潟市への０－４歳人口の集中も大幅に加速する．20－39 歳
女性の分布と同様に，2020 年と比較して，2050 年の０－４歳人口の分布が高まると見込まれるのは，
新潟市，長岡市，聖籠町，刈羽村の４自治体のみである．特に，新潟市と長岡市を合わせた割合は，
50.8％から 58.0％に高まる．前小節では柏崎市と魚沼市では，2045 年の 20－39 歳女性と０－４歳の人
口の上振れが見込まれることを示したが，県内の 20－39 歳女性人口に占める柏崎市の割合は 2020 年の
3.3％から 2050 年には 2.9％，０－４歳人口は 2020 年の 3.5％から 2050 年には 3.1％に低下し，同様に，
魚沼市の割合は 2020 年の 1.3％から 2050 年には 0.9％，０－４歳人口は 2020 年の 1.5％から 2050 年に
は 1.0％に低下する．

（２）０－４歳児の１歳当たり人口
図表９は，30 市町村における０－４歳の１歳当たりの人数（50 人未満，50－100 人未満，100－500

人未満，500－1,000 人未満，1,000 人以上）の分布を示している．なお，１歳当たりの人数は０－４歳
人口を単純に５で割ることで算出したものである．「１年生になったら友達は 100 人できるかな」とい
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う童謡があるが，１歳当たりの人数が 100 人を下回る自治体は 2020 年では 30％（聖籠町以外の９町村）
であったが，2040 年には加茂市，妙高市，胎内市が加わって 40％（12 自治体）となり，2050 年には小
千谷市，糸魚川市，五泉市，魚沼市，聖籠町が加わって，56.6％（17 自治体）に上ると見込まれる．

図表８．20－39 歳女性人口と０－４歳人口の市町村別分布

注：各人口の新潟県合計に対する各市町村別人口の割合である．単位は％．
出所：国立社会保障人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（令和５（2023）年推計）より作成．
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Ⅵ．おわりに

本稿は，2023 年 12 月末に公表された社人研の 2023 年推計から，新潟県と県内 30 市町村の総人口，
20－39 歳女性人口，０－４歳人口の 2050 年までの将来見通しを，2018 年推計との比較等から確認した．
主な特徴を挙げると以下の通りである．

第１に，社人研の 2023 年推計では，2045 年の新潟県の総人口は 2018 年推計と比較して，61,985 人
下振れし，同様に，20－39 歳女性人口（3,597 人の下振れ），０－４歳人口（7,354 人の下振れ）も減少
スピードが加速することが示された．特に，総人口では 25 都道府県，20－39 歳人口では 29 都道府県
で人口減少スピードが改善したが，新潟県は改善グループには含まれなかった．

第２に，2050 年の新潟県内市町村の将来人口の見通しを見ると，総人口は聖籠町，刈羽村，新潟市
では相対的に減少が抑制される（2020 年水準の 75％以内）一方で，下越地域の山間部の阿賀町と関川
村で大きく減少（50％以上）する．20－39 歳女性は刈羽村，聖籠町，新潟市，長岡市で相対的に減少
が抑制される（2020 年水準の 60％以内）一方で，18 市町村で（消滅可能性都市の定義に当てはまる）
2020 年比で 50％以上減少し，特に阿賀町と田上町では同年比で 20％台と 30％台の水準になる．０－４
歳人口も同様の傾向を示し，聖籠町，刈羽村，新潟市では相対的に減少が抑制される（2020 年水準の
60％以内）一方で，21 市町村で 2020 年比 50％以上減少し，特に阿賀町と田上町では同年比 10％台と
20％台の水準になる．

第３に，2023 年推計では，新潟県内の多くの市町村で人口減少のスピードが加速することが示された．

図表９．新潟県内市町村の０－４歳の１歳当たり人口の分布
１歳当人数 2020 年 2030 年 2040 年 2050 年

50 人未満

弥彦村，田上町，阿賀町，
出雲崎町，湯沢町，刈
羽村，関川村，粟島浦
村

弥彦村，田上町，阿賀町，
出雲崎町，湯沢町，津
南町，刈羽村，関川村，
粟島浦村

弥彦村，田上町，阿賀町，
出雲崎町，湯沢町，津
南町，刈羽村，関川村，
粟島浦村

加茂市，弥彦村，田上町，
阿賀町，出雲崎町，湯
沢町，津南町，刈羽村，
関川村，粟島浦村

50－100 人 津南町 加茂市
加茂市，妙高市，胎内
市

小 千 谷 市， 糸 魚 川 市，
妙高市，五泉市，魚沼市，
胎内市，聖籠町

100－500 人

柏崎市，小千谷市，加
茂市，十日町市，見附市，
村上市，糸魚川市，妙
高市，五泉市，阿賀野市，
佐渡市，魚沼市，南魚
沼市，胎内市，聖籠町

三条市，柏崎市，新発
田市，小千谷市，十日
町市，見附市，村上市，
燕市，糸魚川市，五泉市，
阿賀野市，佐渡市，魚
沼市，南魚沼市，妙高市，
胎内市，聖籠町，

三条市，柏崎市，新発
田市，小千谷市，十日
町市，見附市，村上市，
燕市，糸魚川市，五泉市，
阿賀野市，佐渡市，魚
沼市，南魚沼市，聖籠
町

三条市，柏崎市，新発
田市，十日町市，見附市，
村上市，燕市，阿賀野市，
佐渡市，南魚沼市

500－1,000 人 三条市，新発田市，燕市， 上越市 上越市 上越市

1,000 人超
新潟市，長岡市，上越
市

新潟市，長岡市 新潟市，長岡市 新潟市，長岡市

100 人未満 ９町村 10 市町村 12 市町村 17 市町村

注：１歳当たり人数は，０－４歳人口を単純に５で割ることで算出．
出所：国立社会保障人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（令和５（2023）年推計）より作成
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総人口の減少スピードが改善（上振れ）した自治体は６市町，20－39 歳女性人口と０－４歳人口の減
少スピードが改善した自治体はそれぞれ８市町と２市に止まった．特に，魚沼市では 2023 年推計では
20－39 歳女性人口と０－４歳人口の減少率が最も改善した．ただし，2050 年時点で見ると，魚沼市の
20－39 歳女性人口は 2020 年比で 40％の水準，０－４歳人口は同年比 37％の水準と減少が著しいため，
減少スピードの改善はこれらの人口水準を改善させるほどのインパクトをもったものではない．

第４に，総人口の減少スピードが大きく加速した自治体は，中越地域の十日町市と津南町，新潟市に
隣接する市町村（加茂市，田上町，弥彦村）に集中すること，20－39 歳女性人口の減少が改善した８
市町のうち５市が中越地域に集中すること，０－４歳人口の減少が著しく加速した自治体は，新潟市の
南東側に位置する下越地域の市町（田上町，加茂市，五泉市，阿賀町）に集中する傾向が示された．

ただし，本稿にはいくつかの課題が残された．なぜ中越地域の自治体で若年女性人口の減少が改善し，
下越地域の自治体で年少人口の減少が加速したのか等を詳細に分析することは今後の課題である．また，
総人口の減少が抑制される湯沢町（2045 年では 5,375 人から 5,816 人に 441 人の改善）では，（聖籠町
や刈羽村とは異なり）20－39 歳女性人口と０－４歳人口の減少数は大きく，さらにそのスピードが加
速する（2045 年では 2018 年推計よりも 20－39 歳女性人口は－8.2％の悪化，０－４歳人口は－16.3％
の悪化）ことが確認された．湯沢町では近年転入超過が確認される 8）が，住民基本台帳人口ベース 9）で
年齢階級別の人口動態を見ると，40 歳代以上の男女（特に男性）の転入超過が顕著であることから，
これが総人口の減少の改善に反映されているとみられる．こうした個々の市町村の人口見通しの特徴を
詳細に把握し，要因を分析することも今後の課題である．さらに，2023 年推計で示された将来人口の
見通しを人口対策等に活用するためには，生産年齢人口や高齢者人口にも着目する必要がある．
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